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論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
骨形成不全症がⅠ型コラーゲンの遺伝子変異による骨の脆弱性を来   
す疾患であることに注目し、尿中のⅠ型コラーゲンのビリジノリン架  
橋の代謝産物であるⅠ型コラーゲン架橋Nペプチド、Ⅰ型コラーゲン   





よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
